
   
 

               
 
 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20２1年 4月１日  ＮＯ279－① 

建設山林支部機関紙 【発行】徳島市幸町 3-3-7                                                                

全日本建設交運一般労働組合                                                                                         

徳島県本部建設山林支部 

電話 088-622-4347 
FAX  088-625-9529 

 

2021/4/1  

 

 

徳島、愛媛、高知の各地裁で平成元年
３月２７日、一斉提訴した四国トンネル
じん肺訴訟から３３年目となる今年は、
コロナ禍のもと、オンラインで記念集会

を３月２６日に開催、４県から２７名が
参加しました。 
全国トンネルじん肺根絶原告団長の黒

川三郎さんは、「船山さんのあとをついで
全国団長を引き受けた。基金制度をなん
としても創設させたい。」、全国家族会会
長の石川フミ子さんは「コロナで上京で
きないまま 1 年以上が過ぎたが、じん肺
根絶に向けてこれからも全力で取りくみ
たい」と挨拶がありました。 

その後、全国トンネルじん肺根絶闘争

本部長の佐藤陵一さんによる講演があ

り、トンネルじん肺訴訟は四国からはじ

まったこと、３２年に及ぶ運動で、トン

ネル工事の切羽付近での粉じん測定や発

破時の退避時間の確保などじん肺防止に

向けて制度化が実現したこと、一方でじ

ん肺にり患した場合、裁判しなくても補

償される基金制度がまだ実現していない

ことなど話されました。 

今年もきれいに  記念碑の清掃 
３月２４日午後より、池田町白地に建立さ

れている記念碑の清掃を行いました。今年は
洗浄機を使ってみがいたので、汚れがとても
きれいに落ちました。 
 

 

 

 

四国トンネルじん肺記念集会 オンラインで開催 

↑ 徳島事務所
で、美井さん、
森下さん、福島
さんが参加 

本部、札幌、香川、

高知・愛媛とつな

がっています 

↑(西事務所)森岡さん、藤峰さん、川原義春さん、
平野さん、平松さんが参加 

 

いのけんセンター 県へ要請 

「職業病対応の医師・医療機関を増やせ」 
 

３月１７日実施の要請では、県側は建設管理課、環境
課長ら７名が応対、要請団として建交労４名を含む１１
名が参加しました。その中で「アスベストアナライザー」
を県が 1台購入予定であることがわかりましたが、県は
「石綿含有の測定値が独り歩きをしかねない。それでも
って判断するのは危険。県民に貸し出すことはできな
い」との見解を示しました。いのけんセンターとして引
き続き諸要求を要請していきます。 

写真左上は、山田県議・達田県議を含む要請団。右は県側。県庁 1104室にて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20２1年 4月１日 発行 ＮO２79－②   や ま び こ    

 ★４月の予定★ 
5   10時 半田集会 

8   10時 三野・三好集会  

9  13時 一宇集会 

10  13時  東祖谷集会  

14  13時 第 5回執行委員会 

17  10時 三加茂集会 

19  15時 健生病院定期協議会 

20  10時 西祖谷集会 

24  10時 井川・池田集会 

27 18時 西部診療所定期協議会 

   

 

==おくやみ== 
竹本 利雄さん (東みよし町・66歳) 
 3 月に亡くなられました。平成 25 年より振
動障害で療養していました。 

慎んでおくやみを申し上げます。 

 

 

３月２９日、木屋平で拡大宣伝行動を

実施、木屋平分会長の滝本さんの案内

で、森下委員長と森岡執行委員が参加。 

滝本さんは、宣伝カーを走らせるコー

スの順や、どのあたりでマイク宣伝をし

たら効果的かなど、何日も前から計画を

立て下見もし、民家や建設会社にも了承

を得るなど、綿密に計画してきました。 

前日の風雨から一転、この日はよいお

天気に恵まれ、町内の桜名所も回りなが

ら、民家の多いところや、スピーカーの

音がよく広がる高い山を登ったところ

で、森下委員長が「働くみなさん、振動

障害やじん肺の心配がある人は建交労

へご相談を」と呼びかけるアナウンスを

繰り返しました。 

木屋平で初めて行う宣伝カーでの行

動で、今後組織拡大につながっていくこ

とを確信し、運動を続けていきます。 

 

木屋平で拡大宣伝行動 ～しだれ桜を愛でながら～ 

↑「職業病で困っている人を一人でも助けたいとい
う思いで今日宣伝行動しています。」と滝本分会長が
マイクで訴えます。樫原、川井、堂久保、森遠、谷
口、川上の 6か所で宣伝しました。 
★のぼり旗を持ってアピールするのは、森岡さん。 
★宣伝カー運転は、野口県本部書記長 

国指定重要文化財「三木家住宅」の上の→
公園にて。満開のしだれ桜、紅桜など堪能し、
お昼は町内の食堂で休憩。くねくねの山道を
登ったり下ったりで、少々車酔いしたけれど、
楽しい宣伝行動の一日でした。(井上) 

組合の運営について 
★建設山林支部は２カ月ごとに執行委

員会を開催し、労災請求・認定状況、

組織拡大の報告とそのための行動計

画、分会会議の持ち方など、支部が

安定・健全に運営できるようみんな

で話し合い決め事をしています。 

★とくに、監督署・労働局要請は、認

定・療養と、予防対策・制度改善な

ど、みなさんの要求実現のために欠

かせない取り組みです。 

★あわせて、各分会の会議は、「支部規

約」に基づくものであり、組合員は必

ず参加してください。 

３月の報告 
10  建交労全国労職部会中間会議 (山田) 

西部事務所にて 9時～16時までオンライ 
ンで参加。全国のとりくみの報告あり。 

 


